
タイミングが肝心！！

～２回防除で被害軽減！～

イネカメムシ対策

①出穂期（ほ場の4～5割が出穂
したころ）
→不稔粒の防止

②出穂期の10～14日後
→斑点米の防止

【防除時期】

田植え 出穂期 1回目防除

中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下
品種

コシヒカリ

彩のきずな

2回目防除
4月 5月 6月 7月 8月

県内で問題となっている「イネカメムシ」が、入間郡
にも発生しています。イネカメムシは、出穂期になる
とほ場に飛来し、不稔・斑点米をもたらします。
被害を軽減できるよう、出穂期前後に2回の薬剤
防除を行いましょう。

②不稔により垂れない穂

③イネカメムシによる斑点米

①イネカメムシ
（埼玉県HPより）

＜田植日と出穂期および防除のタイミング＞



（１）液剤を使用する場合

（２）粒剤や豆つぶ剤を使用する場合

川越農林振興センターでは、ホームページにて
イネカメムシの発生状況などを更新しています。
イネカメムシに関する最新情報は右のQRコードより
ご確認ください。

川越農林振興センター農業支援部（令和7年7月発行）

電話：０４９－２４２－１８０４

★薬剤体系（例）
1回目：キラップフロアブル 2回目：スタークル液剤10

★薬剤体系（例） ※液剤よりも数日早く散布する必要があります

1回目：キラップ粒剤 2回目：スタークル豆つぶ

① ドローンを活用して地域で一斉に散布する

② 動力噴霧器などを活用して散布する

【粒剤】

【豆つぶ剤】

• 3～5cm程度の浅水状態で散布し、散布後数日は湛水
状態を保つ

• ひしゃく等で畦畔からまんべんなく散布する

• ほ場の幅が30mを超える場合は中に入って散布する

※薬害を防ぐため、散布は風のない日に行いましょう
※イネカメムシに直接薬剤がかかるよう、早朝の散布がおすすめです

• 散粒機を活用して畦畔から散布する

• ほ場の幅が30mを超える場合は中に入って散布する


